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子どもを立派な原始人に育てましょう！

第９号
Ｒ６.１２月

宮前小、福田小、月の輪小を会場にした就学時健康診断が終わりました。今年も２００名を超えるお

子さんに受診していただきました。当日は、保護者を対象とした「家庭教育学級」を同時に開催しまし

た。冒頭の挨拶で、学校に適応できず、頑張れないお子さんに共通することとして「朝起きない」「食

べない」「夜寝ない」の３ないがあると申し上げ、いわゆる基本的生活習慣の確立についてご配慮いた

だきたいとお願いしました。これは、教師であれば誰でも知っている学校現場の経験則です。

集団行動ができない、友だちとのコミュニケーションがうまくいかない、集中力がない、ミスや忘れ

物が多い、相手の話を聞いていない、授業中勝手に立ち歩く・・・このような発達障害と呼ばれる子ど

もが急増しています。文部科学省の調査によると２００６年時点では、全国で約７千人でしたが、２０

２１年には１０万人を超えました。しかし、小児科医の成田奈緒子先生によれば、本当に発達障害と診

断されるお子さんはそこまで多いわけではないそうです。

成田先生は、発達障害の可能性がある子どもがいたら、「眠る、起きる、食べる」がしっかりできて

いるかどうかを見て欲しいと言います。「眠ることで症状が改善されたＡくん」のようなお子さんも多

いそうです。このことを成田先生は「脳の発達」から説明しています。

脳には「からだの脳」（脳幹：生命維持に必要な体の機能）「おりこうさんの脳」（大脳新皮質：知

能知覚、言語機能、勉強やスポーツの上達に関わる）「こころの脳」（前頭葉：論理的思考や問題解決

能力、想像力、判断力）の３つの脳があり、からだの脳→おりこうさんの脳→こころの脳の順番で育て

ることが最も重要だとしています。からだの脳がしっかり育ってはじめておりこうさんの脳、こころの

脳が発達するというわけです。

「からだの脳」を発達させるためには「原始人のような子」をイメージするとよいそうです。具体的

には「朝太陽が昇ったら活動を開始し、夜太陽が沈んだら眠る」といった「昼行性動物」ということで

す。子育てにとても真面目で、「家族団らんの時間が大切」とばかりに、夜間勤務のお父さんの帰宅時

間までお子さんを寝かさないでいるといった例もあるようですが、これでは、「夜行性動物」になって

しまいます。成田先生は、「幼児には２０時就寝、６時起床」「小学生には２１時就寝、６時起床」を

推奨しています。「寝る子は育つ」という古諺がありますが、「筋力がちゃんとあって、危険から身を

守れるぐらいの運動神経がある。夜になったら、コテッと寝て、朝になったらパカッと起きて、いつも

ニコニコ元気いっぱい」そんな立派な原始人を育てませんか。
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「滑川町の城館跡」part6

水房館跡東側からの遠景

水房館跡 中世（詳細時期不明）

水房館は、館についての史料がなく、
詳細は不明ですが3段の平場が築成され
ていると見られ、その2段目には館が廃
絶した跡に作られたと思われる13基の塚
があり、館は中世の荘園領主・地頭など
の館であったと思われますがよく分かっ
ていません。

館のある場所の小字は小山ノ台(おやまのだい)で
『宮前村郷土誌』では畠山重忠が北条氏によって
滅ぼされた後北条政子により遺領が分配され、この地が小山朝政（下野国・栃木県小山市に本領
がある）に与えられたため「オヤマ」という地名ができたとされます。
しかし、本領からも離れており、そのことに関する他の資料もなく疑問が残ります。また、領

主の直轄領である「御山」を表すとも考えられ、滑川村史では『郡村誌』に山の別名が布知江山
となっており、これは藤井山のことで「藤井」という領主または荘園の地頭がいたのではともさ
れています。
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ま
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。
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。
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感
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。

先
生
方
や
看
護
師
の
皆
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へ
の
感
謝
の
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持
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と
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に
、
短
い
十

二
年
で
し
た
が
、
息
子
と
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緒
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た
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す
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
幸
せ
は
私
の
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で
宝
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と
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る
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ま
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。
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